源氏物語 

帚 木 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



さっき 

中 川の 皐月の 水に 人 似たり かたれば む 

せび よれば わななく (晶子) 

ひかるげんじ 

光源氏、 すばらしい 名で、 青春 を 盛り上げて できた 

ような 人が 思われる。 自然 奔放な 好色 生活が 想像され 

る。 しかし 実際 は それより ずっと 質素な 心持ちの 青年 

であった。 その上 恋愛と いう 一 つの ことで 後世へ 自分 

が 誤って 伝えられる ようになって はと、 異性との 交渉 

をず いぶん 内輪に していた ので あるが、 ここに 書く 話 

のよう な 事が 伝わ つ ている の は 世間が おしゃべり であ 



源氏 は 見ても よいと 許した。 中将 は 少しずつ 読んで 見 

て 言う。 

「いろんなの があります ね」 

自身の 想像 だけで、 だれと か 彼と か 筆者 を 当てよう 

じよ-つず 

とする のであった。 上手に 言い当て るの も ある、 全然 

見当違い のこと を、 それで あろうと 深く 追究した りす 

るの も ある。 そんな 時に 源氏 はお かしく 思いながら あ 

まり 相手に ならぬ ようにして、 そして 上手に 皆 を 中将 

から 取り返して しま つ た。 

「あなた こそ 女の手 紙 はたく さん 持って いるでしょう _ 

少し 見せて ほしい もの だ。 その あとなら 棚の を 全部 見 



と 自分に はわ か つ ている がと 源氏 は 思 つ ている らしい _ 

はかま のうし 

柔らかい 白い 着物 を 重ねた 上に、 袴 は 着けずに 直 衣 

だけ をお おように 掛けて、 からだ を 横にして いる 源氏 

は 平生より もまた 美しくて、 女性で あったら どんなに 

きれいな 人だろう と 思われた。 この 人の 相手に は 上の 

上の 品の 中から 選んでも 飽き 足りない ことで あろうと 

見えた。 

「ただ 世間の 人と して 見れば 無難で も、 実際 自分の 妻 

にしよう とすると、 合格す る もの は 見つからな いもの 

です よ。 男 だって 官吏に なって、 お 役所のお 勤めと い 

うと ころまで は、 だれもで きます が、 実際 適所へ 適材 



ありません よ。 長い 心で 見て いく だけです ね」 

とうのち ゆうじょう 

と 頭 中将 は 言って、 自分の 妹と 源氏の 中 はこれ 

に当たって いる はず だと 思う のに、 源氏が 目 を 閉じた 

くちお 

ままで 何も 言わぬ の を、 物 足らず も 口惜しく も 思 つ た- 

さまの かみ 

左 馬頭 は 女の 品定め の 審判 者 であると い うような 得意 

な 顔 をして いた。 中将 は 左 馬頭に もっと 語らせたい 心 

あいづち 

があって しきりに 相槌を打って いるので あった。 

さしち のし 

「まあ ほかの ことにして 考えて ごらんなさい。 指物師 

がいろい ろな 製作 をし ましても、 一時的な 飾り物で、 

決まった 形式 を 必要と しない もの は、 しゃれた 形 を こ 

しらえ たもの などに、 これ はお もしろ いと 思わせられ 



人に は 永久の 愛が 持てない と 私 は 決めて います。 好色 

がましい 多情な 男に お思いになる かもしれ ません が、 

以前の こと を 少しお 話しいた しましょう」 

ひざ 

と 言って、 左 馬頭 は 膝 を 進めた。 源氏 も 目 を さまし 

て 聞いて いた。 中将 は 左 馬頭の 見方 を 尊重 するとい う 

まお づぇ 

ふう を 見せて、 頰杖 をつ いて 正面から 相手 を 見て いた _ 

坊 様が 過去 未来の 道理 を 説法す る 席の ようで、 おかし 

くない こと もない ので あるが、 この 機会に 各自の 恋の 

秘密 を 持ち出される ことにな つた。 

「ずっと 前で、 まだつ まらぬ 役 をして いた 時です。 私 

ようぼう 

に 一 人の 愛人が ございました。 容貌な ど はとても 悪い 



ないよう にと 心がける たちで、 どんなに も 行き届いた 

きげん 

世話 をして くれまして、 私の 機嫌 を そこねまい とする 

心から 勝ち気 も あまり 表面に 出さ なくなり、 私 だけに 

きりょ. つ 

は 柔順な 女に なって、 醜い 容貌なん ぞも 私に きらわれ 

まいとして 化粧に 骨 を折リ ますし、 この 顔で 他人に 

逢って は、 良人の 不名誉に なると 思って は、 遠慮して 

来客に も 近づきません し、 とにかく 賢妻に できて いま 

したから、 同棲して いるう ちに 利 巧 さに 心が 引かれて 

もい きました が、 ただ 一 つの 嫉妬 癖、 それだけ は 彼女 

やっかい 

自身 すら どうす る こと もで きない 厄介な ものでした。 

当時 私 はこう 思った のです。 とにかく みじめな ほど 私 



きりょ-つ 

のだった ようです。 感じの 悪い 容貌で もありませんで 

したから、 やきもち 焼きの ほう を 世話女房 にして 置い 

て、 そこへ はおりお り 通って 行った ころに はお もしろ 

い 相手で したよ。 あの 女が 亡くなりました あとで は、 

いくら 今 さら 愛惜しても 死んだ もの はしかた がなくて 

たびたびもう 一 人の 女の 所へ 行く ようになり ますと、 

ひょうぼう 

なんだか 体裁 屋で、 風流 女 を 標榜して いる 点が 気に 

入らなくて、 一生の 妻に しても よいと いう 気 はなくな 

リ ました。 あまり 通わ なくなった ころに、 もう ほかに 

恋愛の 相手が できたら しいので すね、 十一 月 ごろの よ 

い 月の 晚に、 私が 御所から 帰ろうと すると、 ある 殿上 



「私 もば か 者の 話 を 一 つしょう」 

中将 は 前置き をして 語り 出した。 

「私が ひそかに 情人に した 女と いうの は、 見捨てずに 

置かれる 程度の もので ね、 長い 関係に なろうと も 思わ 

ずに かかった 人だった のです が、 馴れて いくとよ い 所 

がで きて 心が 惹 かれて いった。 たまにし か 行かない の 

だけれ ど、 とにかく 女 も 私 を 信頼す るよう になった。 

愛し て おれば 恨めし さ の 起， J る わけの ， J ちら の 態度 だ 

がと、 自分の こと だけれ ど 気の とがめる 時が あつ て も、 

その 女 は 何も 言わない。 久しく 間を置いて 逢っても 始 

終 来る 人と いるよう にす るので、 気の毒で、 私 も 将来 



きちじょう てんにょ 

は どこに も ある ものです か。 吉祥天 女 を 恋人に しょ 

うと 思う と、 それで は 仏法く さくな つて 困る という こ 

とになる だろう からし かたがない」 

中将が ， J う 言 つたので 皆 笑 つ た。 

「式部の 所に は おもしろい 話が あるだろう、 少しずつ 

でも 聞きたい ものだね」 

と 中将が 言い出した。 

「私 ども は 下の 下の階 級なん です よ。 おもしろ くお 思 

いになる ような ことが どうして ございます ものです 

力」 

しきぶの じょう とうのち ゆうじょう 

式部 丞は話 を ことわって いたが、 頭 中将が 本気 



ひる 

られ ません。 なぜかと いうと 草 薬の 蒜なる ものの 臭気 

がいつ ぱいなん ですから、 私 は 逃げて 出る 方角 を 考え 

ふるま 

ながら、 『ささが にの 振舞 ひしる き 夕暮れに ひるま 過 

ぐせ と 言 ふが あやなき。 何の 口実なん だか』 と言う か 

言わない うちに 走って 来ます と、 あとから 人 を 追い か 

けさせて 返歌 を くれました。 『逢 ふことの 夜 をし 隔て 

まば 

ぬ 中なら ば ひるま も 何 か 眩 ゆから まし』 というの です _ 

歌な ど は 早くで きる 女なん でございます」 

式部 丞の話 はしず しずと 終わった。 貴公子た ち は あ 

きれて、 

フっ そだろう」 



歌 をせ ねば 礼儀で なし、 またよう しないで いて は 恥 だ 

し 困って しまい ますね。 宮中の 節会の 日なん ぞ、 急い 

で 家 を 出る 時 は 歌 も 何も あ つた ものではありません。 

し ±1 っぷ 

そんな 時に 菖蒲に 寄せた 歌が 贈られる、 九月の 菊の 宴 

に 作詩の こと を 思って 一 所 懸命に なって いる 時に、 菊 

の 歌。 こんな 思いやり のない こと をし ないでも 場合 さ 

えよ ければ、 真価が 買って もらえる 歌 を、 今 贈って は 

目に も 留めて くれない という ことが わからないで よこ 

したりされ ると、 ついその 人が 軽蔑され るよう になり 

ます。 何に でも 時と 場合が あるのに、 それに 気がつか 

な い ほどの 人間 は 風流 ぶら な い のが 無難です ね。 知 つ 



「そう、 いつも 中 神 は 避ける ことにな つてい るの だ。 

しかし 二 条の院 も 同じ 方角 だから、 どこへ 行って よい 

かわからない。 私 はもう 疲れて いて 寝て しまいた いの 

に」 

そして 源氏 は 寝室に はい つ た。 

「このままに なすつ て はよ ろしく ございません」 

きいの かみ 

また 家従が 言って 来る。 紀伊 守で、 家従の 一 人で あ 

る 男の 家の ことが 上申され る。 

「中 川辺で ございま すがこの ごろ 新築いた しまして、 

水な ど を 庭 へ 引き込ん で ございまして、 そ- J ならば お 

涼し かろうと 思います」 



に 父親に 別れまして、 姉の 縁で こうして 私の 家に いる 

ので ございます。 将来の ために もなります から、 御所 

の 侍 童 を 勤めさせたい ようです が、 それ も 姉の 手 だけ 

では はかば かしく 運ばな いので ございましよう」 

と紀伊 守が 説明した。 

「あの 子の 姉さんが 君の 継母なん だね」 

「そうで) J ざいます」 

「似つかわしくない お母さん を 持った ものだね。 その 

人の こと は 陛下 もお 聞きに なって いらつ しって、 宫仕 

えに 出したい と 衛門督 が 申して いたが、 その 娘 はどう 

なった のだろう つて、 いっかお 言葉が あった。 人生 は 



明の あるよう な こと も 思 つたで ございま しょうが、 も 

う 何も だめで，) ，- ざ います。 私に は 恋 も 何も い りません _ 

ですから せめてな か つたこと だと 思 つ てし ま つ てくだ 

さい」 

と言う。 悲しみに 沈んで いる 女 を 源氏 ももつ とも だ 

と 思った。 真心から 慰めの 言葉 を 発して いるので あつ 

た。 

覿 の 声が してきた。 家従た ち も 起きて、 

「寝坊 をした もの だ。 早くお 車の 用意 をせ い」 

そんな 命令 も 下して いた。 

「女の 家へ 方 違えに おいでになった 場合と は 違います 



待って いる こと は 自分に できない と 女 は 決めて、 小 君 

が 源氏の 座敷の ほう へ 出て 行く とすぐ に、 

「あまり お客様の 座敷に 近いから 失礼な 気がする。 私 

は 少しから だが 苦しくて、 腰で もた たいて ほしいの だ 

から、 遠い 所の ほうが 都合が よい」 

と 言って、 渡 殿に 持って いる 中将と いう 女房の 部屋 

へ 移って 行った。 初めから 計画的に 来た 源氏で あるか 

ら、 家従た ち を 早く 寝させて、 女へ 都合 を 聞かせに 小 

君 を やった。 小 君に 姉の 居所が わからなかった。 やつ 

と 渡 殿の 部屋 を 捜し あてて 来て、 源氏への 冷酷な 姉の 

態せ K を 恨んだ。 



今夜の この 心持ち はどう 言つ て いいかわ からない、 

も だ 

と 小 君に 言って やった。 女 もさす がに 眠れないで 悶え 

ていたの である。 それで、 

ふせや 

数なら ぬ 伏屋に おふる 身のう さに あるに も あらず 

消 ゆる 帚 木 

という 歌 を 弟に 言わせた。 小 君 は 源氏に 同情して、 

眠 がらずに & つた リ 来たりして いるの を、 女 は 人が 怪 

しまない かと 気にして いた。 

い つもの ように 酔った 従者た ち はよ く 眠って いたが、 
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